
日本気象学会昭和53年秋季大会

東北地方調査研究会

会期：昭和53年11月14日（火），15日（水），16日（木）

会場：宮城県民会館（仙台市国分町3－3－7）
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　　　　　　　　　　大会行事予定表

1．会場：宮城県民会館（Te1．0222－25－8641）

　　　第1会場（6F　第2会議室），第2会場（6F

　　　第3会場（3F　第1会議室）

2・会期：11月14日（火），15（水），16・（木）

3．行事

第3会議室）

大会（研究発表）（第1，第2，第3会場）

〃

11月14日（火）09：00～12：30

　“　　　　　　　　13：30～17：30

大会（研究発表）（第1，第2，第3会場）

理事長あいさつ，日本気象学会奨励金贈呈式（第1会場）

シンポジウム（第1会場）

懇親会　　、（勾当台会館）

11月15日（水）09：00～12：30

〃 14：00～14：30

14：45～17：30

18：00～

大会（研究発表）（第1，第2，第3会場）

〃

11月16日（木）09：00～12：30

　“　　　　　　　　13：30～17：00

大会委員長　清水逸郎

1978年9月 71



694 

;~li~**~~~ ~'¥11~~ ILiJ2 L_IiJ ~LILJ Juuuuuu~ 

~1= 
L2.--~-+-3 

~ll cl~ jti3'1 L] I In~ u~ 
*3~ , Llo~]cl~l -J~ IL ~J nunu:rlLi 

l IL l 
IL Il 

JLJ J ~[~~~;[][]"F~~~]~~~~[fr~]l¥LJr]ILL ~~ t! 
~~"~g 

~~li;~ r~..__ rulL~[~ll~Cl~~~~ 
'~'_fr ~ ~~f25 = -- ri'~'~~~r~~"-'-'-l~~:.~J * 

L~L~~~~:LJ-__.f~-~ui ~L~]~;6rl][1]Lll~ ~i~~J' ~ ~ '-'~i~c;}*'~;~ o ~~I 

~j~~'~~~~Z j;'r]::::;:'~ ~~J~I rTl~) 29~ 
<~~"!' - - ･i~;i z*~~*" '"** **' c7_-~8t~l[lo[~ O¥~};1~~12c~] 'll 

~~nn ~ ~ ~ ~l[][] Er~!~~ 
SLL'~:::::,::~:L¥:¥l~¥~~~,~ ::~7 ~;¥/2:::::j;:ii~;~);~~~ ~JJ _ --

l, _~:~~ .< ~ - ~~"_~~¥ 

r J Ll( , ~ '{~~ｦ/ [ 

L ~lr~r~~l~l 
LJLJ ~ll9~' . )~ !ll~]~~~LJ::~~l¥'~,4~,~~-:~~/~/~4/~; IL~L ~ ~~j~L4~~;~~~:i"~~~ _t~~j r~~~~ nJ rlrrl '71"'~l 

[L l ~4 '~ -=-_1'i_~ ~;i ,7__._~l~! , 7' - ~ ~ c- ~rf~~*~~~ }- ,¥ '~:'*:~'･ . ' +*~~', t~:** ~ ~ 

~ '~~;~~* tf~r~/t/'_<:~::~;:i;/~i~~:~:~::i:~(!~~~~i) f 

~l ~¥:lJ [JLLL111 ~]C~:~' 
[~]nLJ [riC rl triLl:~a~~~~~J'~~~~~¥t"' 

~~ 
t"5eLL~fl~¥l 

~1~;r~: rlrl~~~LO;~~1~.___,9i .'~. j~.:' ~-~' r:~~1LJ L-
/~? 
// 'f""~ 

¥(r~~ 
t~¥~~~¥¥~~ll2201 ;"~-L _~p~__~~~~¥ ~~~ 

~4i- ~ 

~ 22 '~;~~-:1~( 
~;~~"~ -

n"~// ¥ ~~~ ~~~4'~ 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

;t~ ~ /v 71~ E~r 7 

4~ ~ ~l 4mA~,~1~T~~'lzy~-
" bv 14 i~ ~: Ar' A~: ~~ 
;t~ ~ /v - ~: B~r 
'= * - ~I~ 4 it~~l~ 

7t~ ~ /v ~1 ~~ ~T 
;t~~/v~ ,y ~f~Ar' 

;;~~~f~;A~~~ 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

fthAr, ~ ~>~ ;~ ;f~ ~ IV 

~~ IV4~ A~, f ~ ~ 

;t~ ~ /V jl~ ~f 
/ ~ y r ;t~ ~ /Vf~A r] 
~~~i~~f~-;t~~/V4thAr,~~ 

f~ A~, ~/~ 4 ~ ~ IV 
f~A~, ~ y h ~/V ~ ~ I~ 

4~ A~, ;t~ ~ IV 
fm A~, ~ ~~ y*~ IV 
~~/~~h y /~ - h f~A~, 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

4~ A~' P 4 ~ /V ;t~ ~ IV 

~ ~~ ~~ 

~~ - y ~ ~ IV 
fmA~~~!~~:A~~~ 
/ V ~~'~7* y h ~~~ IV 

;t~~/~~ 4 7 ~ 7 -fthA~l 

/m A i7 7 7 r' 

7~ 7 /V 7~ ~i~ ~j~ 

･4mA*~:~f~:~f (~~Z77 ~ ~ -~zv~ BIJ ~~~lJ~No 16ff~~) -~~f~T~T~~fBuT~;~ 

R~;~~~l~!~~r~, R~.~.~~=~,6D~~i~~~~:~~, R~~~~~,~~~~~~:I~~2TT~, @~~~1~~~1~~~f ~D~~ d~:-~p .~･･ P ~ ~ ;lTT 

･ fthA*~~~~~:~~ (+~F~~:~~) -~S~~~~~~;T~i~~~f~:T~i~. 

R~tLLl~r~ 

･ ~~L~l~~> ~) ~~~4thA~~R~~TT~ ~~;f~T~i~~~f ~fT~. 

' ~ ~ /v7E~~~;~h>~)~~;~~~:;~l~fTT~ (T~~~~f~~~1) ~.~~,~'.r~T~~~~f~~T~:. 

. ~cD~~q)~f~> ~) ~~~~I~~~~.~~ 6)~1~h~(~~U~lr. 

72 ~~~~,/ 25. 9. 



695

昭和53年秋季大会
（　　）：講演番号，一　　一：座長

14日

（火）

15日

（水）

16日

（木）

09：00～12：30

13：30～17：30

09：00～12：30

14：00～14：30

14：45～17：30

09：00～12：30

13：30～17：00

第　1　会　場

気候（101～108）

　　　　　　一関根勇八一
高層大気（109～113）

　　　　　　一宮原三郎一

大気大循環・力学（114～127）

　　　　　　一松野太郎一

総観気象（128～140）

　　　　　　一野口和則一

第　2　会　場

局地循環（201～210）

　　　　　　一酒井　一一

応用気象（211～222）

　　　　　　一木村耕三一

大気汚染（223～234）

　　　　　　一藤田敏夫一

第　3　会　場

放射（301～315）

　　　　　　一田中正之一

エーロゾル・大気化学
　　　　　　　（316～330）
　　　　　一北川信一郎一

大気化学・大気電気
　　　・雲物理（331～342）
　　　　　　一池辺幸正一

理事長あいさつ・日本気象学会奨励金贈呈式

シンポジウム

境界層（141～153）

　　　　　　一文字信貴一

境界層（154～167）

　　　　　　一近藤純正一

中小規模現象（235～248）

　　　　　　一吉崎正憲一

中小規模現象
　・台風・熱帯（249～260）
　　　　　　一丸山健人一

雲物理（343～356）

　　　　　　一桜井兼一一

測器（357～369）

　　　　　　一青柳二郎一

注）大会参加費 会員500円，学生会員300円，一般1，000円

シンポジウムr気候モデルとその問題点」

1．日時　大会第2日（15日）

2．会場　第1会場

3．座長　片山　昭

4．話題提供

　　1．力学モデル　　岸保勘三郎（東大）

　　2．熱収支モデル　田中正之（東北大）

　　3．水循環モデル　武田喬男（名大・水圏研）

講演発表者へのお願い

　1・スライドのマウントに番号をつけること．

　2・スライドの上下を揃え，分かるようにすること．

　3・スライドの標準枚数は6～8枚です．

　4。持ち時間（約15分）を超過したときは中止していただくことがあります．

1978年9月 73
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研　究　発　表　題　目

大会第1目（11月14日）9時00分～12時30分

第1会場気候　　　 座長関根勇八
101．　広瀬元孝（気研・予報）：ベクトル相関による長期

　　　予報

102．荒井康（気象庁・長期）・矢島栄三（気研・予

　　　報）：500mb超長波偏差パター一ンの分類

103．荒井康（気象庁・長期）・矢島栄三（気研・予

　　　報）：500mb偏差パターンの持続性と類似性

104．山元龍三郎（京大・理）・星合誠（愛知学院大・

　　　教養）：グ・一バル平均気温変動の解析について

105．星合　誠（愛知学院大）：北半球平均地上気温の最

　　　近の変動

106．木村耕三：気候変動に関連する基礎的な調査

107．須田滝雄（岐阜大・農）：準2年周期振動に及ぼす

　　　太陽活動の影響

108．　池田誠也・朝倉　正・能登正之（気象庁・長期）：

　　　太陽活動の気候と天候に及ぽす影響

高層大気　　　　　　　　　　座長　宮　原　三　郎

109．吉田　淳・廣田　勇（京大・理）：日本上空の対流

　　　圏および下部成層圏における風の一日周期振動

110．福山　薫（京大・理）：I　Sレーダーによる中層大

　　　気の観測（豆）

111．　宮原三郎（九大・理）：大気潮汐波による平均流加

　　　速（3）

112．田中　浩（名大・水圏研）：メソポーズ・パンピン

　　　グ

113．廣田　勇（京大・理）：Nimbus－5SCRによる赤

　　　道中間圏Kelvin波の解析

206．横山　博（福井地台）・荒川　正一（気象大）：スペ

　　　クトル解析から見た関東地方の海陸風

207．吉門　洋（公資研）：海陸風の発生と気圧配置の関

　　　係（H）

208．島貫　陸（東京学芸大）・新牧賢三郎（渋谷区立本

　　　町小）：海陸風循環におよぼす拡散係数モデルの

　　　効果

209．　岸保勘三郎・近藤裕昭（東大・理）：海陸風循環に

　　　及ぼす乱流拡散の効果

210．　岸保勘三郎・近藤裕昭（東大・理）：海陸風循環に

　　　おけるラグランジュ的な空気の流れについて

第3会場放射　　　 座長田中正之
301．　近藤　豊・高木増美・石川晴治（名大・空電研）：

　　　成層圏工一ロゾル・オゾンによる太陽光吸収の気

　　　球観測

302．

303．

304．

305．

306．

第2会場　局地循環　　　　　　座長　酒　井　　　一　　　307．

201．渡辺　明（福島大・地学）：Wind　SPectrum　Ana－

　　　1ysisからみた関東地域の局地性　　　　　　　　　　308．

202．工藤敏雄（盛岡地台）：岩手県沿岸地方における海

　　　霧の侵入距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　309．

203．新井俊男（福島地台）：福島県の海陸風についーて

　　　（その1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　310．

204．酒井　一（仙台管区）：仙塩地区の海陸風について

　　　（第1報，仙台の海陸風）　　　　　　　　　　　　311．

205．　石川信敬・油川英明・成瀬廉二（北大・低温研）：

　　　最低気温分布にみる札幌市の都市気候　　　　　　　　312．

74

浅井和弘・板部敏和・五十嵐隆（電波研）：CO2レ

ーザ・レーダによる大気中オゾンの測定

田中正元・高村民雄・中島映至（東北大・理）：相

対湿度に対するaerosolsの複素屈折率及び粒径

分布の関係について〔1〕

三田昭吉（名大・理大学院〔水圏研〕）：carbonお

よびhematiteを含むエア旨ゾルの光学的特性

小林隆久（気研・応用）：Angstr6mの混濁係数と

粒径分布について

高野精秀（東北大・理）：無限長円柱による光の散

乱（皿）一光線光学によるVirtual　Amplitude

Matrixの導出一

高野精秀（東北大・理）：無限長円柱による光の散

乱（W）一光線光学近似と電磁波動理論の比較一

小澤　博（東京都江東区立砂町中〉：，回転楕円体を

した水滴の分光現象1

荒生公雄（長崎大・教育）：混濁大気における太陽

周辺光（皿）

佐藤隆夫（長崎大）：金星の散乱光（皿）一次に於

ける平面大気と球面大気の比

佐藤隆夫（長崎大）：第n次散乱光に於ける位相関

数（皿）

山内恭・田中正之（東北大・理）：水蒸気近赤外

　　　　　　　　　　　　　　、天気”25．つ、
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　　　帯の吸収特性（豆）

313。中澤高清・田中正之（東北大・理）：02red　band

　　　の透過関数

314．勝守　真（京大・理）：地球古大気の光化学一放射

　　　平衡（豆）

315．　井沢龍夫（気研・台風）・飯坂譲二（日本IBM）：

　　　衛星マイク・波資料による気温等の分布（序報〉

大会第1日（11月14日）13時30分～17時30分

第1会場　大循環・力学　　　　座長　松　野　太　郎

114．近藤洋輝（気象庁・電計）：山を考慮したイニシャ

　　　リゼーションについて

115．増田善信（気研・予報）：大規模な山岳の力学的効

　　　果と四次元解析

116．時岡達志・桜井　徹（気研・予報）：フーリエフィ

　　　ルタリングの簡単な計算法

117．山崎孝治・時岡達志（気研・予報）：GCMのため

　　　の境界層と積雲モデルのテスト（1）

118．岩嶋樹也（京大・理）・森山　茂（日大・生産工）：

　　　火星の大気大循環スペクトルモデル（V）

119．松田佳久（東大・理）：（続）金星大気の循環一特

　　　に四日循環について

120．戸松喜一（気研・予報）：大気のエネルギー生成と

　　　消費について

121．　岸保勘三郎（東大・理）：500mb面における超長

　　　波の特性について

122．大井正道・古田英文（大阪教育大）：Subtropical

　　　Jet　Streamの成因についての一考察

123．大井正道・杉谷康雄（大阪教育大）：帯状流地形性

　　　擾乱の孤独波生成について（第10報）一二層モデ

　　　ルー不安定波動の場合一

124。余田成男・廣田　勇（京大・理）：Vacillation

　　　Mode1におけるβ項の影響について

125．瓜生道也（九大・理）：傾圧不安定に伴うラグラソ

　　　ジュ平均運動（1）

126・高橋正明・瓜生道也（九大・理）：傾圧不安定に伴

　　　うラグランジュ平均運動（皿）

127．　蔵重　清（気研・台風）：傾度風と慣性運動

第2会場　応用気象　　　　　　座長　木一村　耕　三

211．　木藤煕子・根本　修（気研）・神山恵三く東農工

　　　大）：地下道の環境調査について（第2報）

212．　山下邦博（消防研）：燃焼区域周辺の地上風向風速

　　　分布の観測結果について

213．　山下邦博（消防研）：火災上昇気流の傾ぎに関する

1978年9月

　　　一考察

214．真鍋大覚（九大・工）・志賀正信（長崎海洋台）・

　　　佐藤洋子（九大・工）：炭坑内自然発火と地震

215．真鍋大覚（九大・工）・志賀正信（長崎海洋台）・

　　　佐藤洋子（九大・工）：日の出・日の入前後にお

　　　ける圏界面の気象光学的特性

216．高橋浩一郎（気象大）：気候変動と社会変動

217．元田雄四郎・坂上　務・早川誠而（九大・農）：緩

　　　傾斜地における霜害について

218．山田知充・水津重雄・西村寛・若浜五郎（北大・

　　　低温研）：山岳積雪の分布特性

219．前野紀一（北大低温研）・西村浩一（気象協会北海

　　　道）：流動状態の雪の粘性と熱伝達・

220．高橋修平（北大・低温研）：雪面のAblation－hollow

　　　の発達について　　　　　　　　　　　　　　’

22L　小林禎作（北大・低温研），：「雪華園説」考一つづ

　　　き

222・野田　彰（仙台管区）：つぼみの重さによる桜開花

　　　予想

第3会場　工一ロゾル・大気化学

　　　　　　　　　　　　　　座長　北　川　信一郎

316．　岩井邦中（信大・教）・伊藤朋之（気研・物）・小野

　　　晃（名大・水圏研）：東京から南極地域までの海洋

　　　上でのエアロゾル連続観測について

317．

318．

319．

320．

村上正隆（北大・環境）・孫野長治（北大・理）：

降雪によるエー・ゾル捕捉率の観測

勝山輝雄・神山恵三（東京工大・環境保護）：大気

中ALKYLBENZENEα一ピネンの高度分布など

について

佐藤公喜（愛知県公害調査センター）：エー・ゾル

粒子のcoagulationと大気拡散との関係について

北川信一郎・高橋忠司（埼玉大）・池上三和子・金

沢五寿雄・三崎方郎（気研）・中谷・茂（電総研）・

関川公成・角田智良・増田純夫・望月　定（東理

大・理）・見島　紘・首藤克彦（東理大・理工）：

75
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　　　大都市およびその周辺地域におけるエーロゾルの

　　　分布と変動の研究（第5報）

321．小野　晃・岡田菊夫（名大・水圏研）：STEMで

　　　観た塩化バリウム薄膜上でのSulfate粒子の反応

　　　について

322．　岡田菊夫・小林愛樹智・武田喬男（名大・水圏

　　　研）：都市大気中のXSO4粒子濃度と光散乱係数

　　　について

323．孫野長治（北大・理）・村上正隆・平松　親（北大・

　　　環境）：降雪による大気中工一・ゾル除去作用の

　　　二点観測

324．　関川公成・増田純夫・関川俊男（東理大・理）：大

　　　気電気伝導度に影響する要素について（第2報）

325．　今井俊男（岩見沢測）：放射性工一・ゾルと雲粒

　　　（第1報）

326．今井俊男（岩見沢測）・猪田耕市（北大・工）：日本

　　　海北部における各期季節風による自然放射能の変

　　　動（第2報）

327．板部敏和（電波研）・藤原玄夫・広野求和（九大・

　　　理）・五十嵐隆（電波研）：Fuego以後の成層圏エ

　　　ア・ゾルの減衰率について

328．長谷部文雄（京大・理）：オゾン全量とその変動の

　　　グローバルな解析

329．　小川利紘・鈴木勝久・柴崎和夫（東大・理）：対流

　　　圏・成層圏NO2の分光測定

330．村松久史・広田道夫・牧野行雄（気研）：成層圏汚

　　　染一オゾン層の破壊一に関する研究（1）関東地

　　　方上空におけるフレオンー11，一12および亜酸化窒

　　　素の濃度

大会第2日（11月15日）9時00分～12時30分

第1会場総観気象　　　　座長野口和則
128．　白井恒雄（小名浜測）：小名浜の最高気温予想（4，

　　　5月）

129．富野重夫（八戸測）：八戸沖の海霧予報図の検討

130．　田頭正広（仙台管区）：三陸沖の風と波の基礎調査

131．春日井哲吾・川添信房（福島地台）：6L－FLMの

　　　地上低気中心示度の修正について

132．青木　孝（気研・予報）：北東気流による悪天の判

　　　別解析による客観予報

133．昆　幸雄（盛岡地台）・渡辺象吉・鈴木勝夫（仙台

　　　管区）：北偏高気圧下における東北地方の天気

　　　（第2報）

134．新関競三（仙台航測）：仙台・東京間の気象慣熟飛

　　　行で見られた房総沖低気圧北西方の雲について

135．　佐藤善三郎（山形地台）：北西季節風時における山

　　　形県の天気分布

136．　竹内衛夫・内山徳栄（気研・予報研）：しぐれの際

　　　の総観解析

137．　穂積邦彦・孫野長治（北大・理）：気象衛星による

　　　低気圧併合の立体構造の解析

138．小沢　正・内山良子（気研・予報）：日降雪量の統

　　　計的，総観的研究（皿）

139．　原田　朗（気研・応用）：都市化・工業化の降水

　　　量・雷の発生に及ぽす影響の予備調査

140．　大井正一（埼玉大）：成層圏天気図の解析（30）一

76

月の暖寒冬

　　　　　大気汚染　　　座長藤田敏夫
223．　千秋鋭夫（電力中研）：季節修正係数を考慮した環

　　　境濃度の統計解析

224．藤田敏夫（気研・予報）：二酸化窒素の簡易測定に

　　　よる測定点の代表性について

225．　前田　泉・山根利雄・田尻　実・佐藤克己・石井

　　　邦彦・藤沢甲子雄・石田立夫（岡山環保センタ

　　　ー）・坂本二郎（岡山県庁）：大気安定度とNOx濃

　　　度についての検討

226．　栗田秀実・佐々木一敏・内田英夫（長野県・衛公

　　　研）：地面へのオゾンの沈着量の空力法による測

　　　定

227．　前田　泉・小川和夫・池田正宣・田尻　実・佐藤

　　　克己・藤沢甲子雄（岡山環保センター）：オキシダ

　　　ソト濃度の予測手法に関する検討（1）一特に気

　　　圧傾度を中心として一

228．　四方　浩（電力中研）：非都市域における高濃度オ

　　　キシダントの解析

229．新谷光三（日本気象協会中央本部）：Oxの上限値

　　　を用いた濃度予測法について

230．　広瀬元孝・本多君子（気研・予報）：大気汚染濃度

　　　の季節変化

231．　石崎健二（北大・工）：二点写真法による煙の観測

第2会場
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232．岩本智之（京大・原子炉）：浮力のないときの

　　　Plume　rise

233．川上美代子（東大・宇宙研）・坂上治郎（お茶大）：

　　　地上源から放出された物質の拡散と風速との関係

　　　について（風洞実験）

234．横山長之・水野建樹（公資研）・安楽岡顕（数理計

　　　画）：大気境界層中での煙の鉛直拡散幅（第1報）

第3会場　大気化学・大気電気・雲物理

　　　　　　　　　　　　　　　座長　池　辺　幸　正

331．池辺幸正・相京勝則（名大・工）：降水の放射能

　　　（短寿命R。娘核種）の測定

332．　三宅泰雄（地球化学研究協会）・川村　清（気研・

　　　化学）・島田利夫・重原好次（気象庁・海洋）・葛

　　　城幸雄（気研・化学）：東京における降水のトリチ

　　　ウム濃度

333．三宅泰雄（地球化学研究協会）・葛城幸雄（気研・

　　　地球化学）：核実験の行われた季節と90Sr降下

334．孫野長治（北大・理）・坂本洋和（赤平西高校）・遠

　　　藤辰雄・谷口　恭（北大・理）：冬の雷雲の電気的

　　　構造について（その3）

335．谷口恭・孫野長治（北大・理）：ゾンデによる冬

　　　の雷雲中の電荷と雪結晶の観測

336．藤吉康志（名大・水圏研）・高杉年且・後町幸雄

　　　（京大・防災研）・武田喬男（名大・水圏研）：層状

　　　性降水雲のレーダーエコー構造と電気的特性

337．菊地勝弘・上田博・高橋康哉（北大・理）・稲津

　　　和雄（日本電子科学㈱）：北陸における冬期の降水．

　　　粒子の大気電気観測（その1．宇ノ気での観測）

338．遠藤辰雄（北大・理）・坂本洋和（赤平西高校）・谷

　　　口　恭（北大・理）：冬期北陸における雷雲の下で

　　　の大気電気の地上観測

339．遠藤辰雄（北大・理）：大気の地上電位傾度と降水、

　　　電荷のミラーイメージ効果についての一考察

340．織笠桂太郎・太田圭・一（室蘭工大）：地吹雪と風塵、

　　　による電場の極性を支配する物理的効果について1

34L　織筆桂太郎・片山　誠・河合秀直（室蘭工大）：

　　　冬期積乱雲・雷雲下の地表電場を支配する一つの・

　　　要素について

342．松尾敬世・佐粧純男（気研・物理）：円錘アラレの・

　　　粒径と塩濃度

大会第3日（11月16日）9時00分～12時30分

第1会場　境界層　　　　　　　座長　文　字　信　貴

141．近藤純正（東北大・理）：積雪面上と内部における

　　　熱と物質輸送のパラメタリゼーション

142．小林博和（電中研）：顕熱輸送量の評価時間につい

　　　て

143．井上君夫・内嶋善兵衛（農技研・気象科）：水稲群

　　　落内の乱流特性（皿）

144．土屋巌・白井邦彦（国立公害研・環境情報）：

　　　霞ケ浦の湖面蒸発量の算定について（1）

145．安田延壽・戸矢時義（気研・応用）：乱流の高次相

　　　関量の観測値と高次相関モデル

146．花房龍男・大塚　伸・藤谷徳之助（気研・物理）：

　　　風速および気温の変動量の分布の安定度による変

　　　化について

147・　白澤邦男（北大・低温研・海洋）：流氷野におよび

　　　風の応力測定について

148・　小林俊一（北大・低温研）：積雪面上の冷気層の流

　　　れ

149．　大塚　伸・花房龍男・藤谷徳之助（気研・物理）：

1978年9月

　　　乱流エネルギー収支の高度分布の観測

150．　塩谷正雄（日大・生産工）・大井　淳（日大大学こ

　　　院）：鉛直方向2点間の空間相関係数

151．安達隆史（日本気象協会・研究所）：安定状態におL

　　　ける微風時の拡散モデル（微風時大気拡散の研究1

　　　丑）

152．　内藤玄一（防災センター）・吉田博信（横浜国大）：

　　　接地境界層における乱流の長周期変動

153．山本　晋・横山長之・蒲生稔（公資研）：タワー・

　　　による大気境界層の観測一早朝から日中にかけで

　　　の接地安定層解消・混合層形成過程について一

第2会場　中小規模現象　　　　座長　吉　崎　正　憲1

235・二瓶邦夫（青森地台）：AMeDAS資料の利用につ一

　　　いて（昭和53年2月23日～24日のメソ低気圧につ・

　　　いて）

236．菊地　陞（秋田地台）：秋田県における雨の降り始・

　　　めの時間について（アメダス利用第2報）

237．秋田地台技術課レーダー班，講演者　斉藤　寛
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　　　（秋田地台）：エコー強度とアメダス雨量との関係

　　　について（レーダー協同調査中間報告）

238．吉住禎夫（気研・予報）：梅雨前線上の小低気圧の

　　　暖域内の強雨

239．　秋山孝子（気研・予報）：中間規模擾乱の成層状態

240．二宮洗三（気象庁・電計）：豪雨域の成層状態の観

　　　測事実

241．　植村八郎（気象庁・予報）：気象衛星雲画燥と降雨

　　　域について

242．今　　久（北大・理）：ステレオ写真法によって観

　　　測された晴天積雲と数値計算の比較

243．榊原　均（気研・予報）：総観場から強い積雲対流

　　　域を推定する方法

244．　二宮洗三（気象庁・電計）：北半球数値予報モデル

　　　における梅雨前線帯

245．　内田英治（気研・予報）：V字型雲パタン．と日本海

　　　側の大雪

』246．　村松照男（気象衛星センター・解析）：GMSで捕

　　　らえた冬期日本海の渦状じよう乱の発生から消滅

247．元木敏博（札幌管区・予報）：啓風丸の観測期間中

　　　に発生した大雪の解析（1978年2月3日の例）

248．中島憲三・牛来充・佐々木吉雄（盛岡地台）：

　　　岩手県北部の大雨（大雪）の機構について（第1

　　　報）

第3会場雲物理　　　座長桜井兼市
343．佐粧純男・松尾敬世（気研・物理）：雪片の質量・

　　　断面積と落下速度との関係について

344．梶川正弘（秋田大・教育）：紡錘状霰内部の密度分

　　　布と落下姿勢の安定性

345．八木鶴平・清野　諮（国立防災センター）：長岡に

　　　おける降雪粒子の粒度分布の観測

346．藤原美幸・柳瀬利子（気研・台風）：下層雲による

　　　増雨効果のある場合の雨滴分布に関する考察

347．　榊原　均（気研・予報）：大きい時間増分を用いた

　　　過飽和度変化の求め方

348．　石原正仁（気研・台風，前石垣島地台）・田中豊顕

　　　（気研・物理）：石垣島における氷晶核の濃度変動

　　　について

349．　北出寿江（気研・応用）：氷晶核濃度の変化につい

　　　て（1）一季節変化と日変化一

350．　田中豊顕（気研・物理）：有珠火山灰の氷晶核化作

　　　用

351．石坂佑・岡田菊夫・大谷健・小野晃・武田

　　　喬男（名大・水圏研）：名古屋およびその周辺域に

　　　おける雲核の航空機観測

352．　桜井兼市（北教大・旭川）：霧核上への凝結及びそ

　　　の水滴の凍結実験

353．上田博（国立防災センター）・菊地勝弘（北大・

　　　理）：雪結晶上での微水滴の凍結実験

354．権田武彦・山崎利夫・大沢綱一郎（東理大・理

　　　工）：レプリカ液による氷晶の変形について

355．古川義純・小林禎作（北大・低温研）：多結晶雪結

　　　晶の生成（1）一CSL理論の適用

356．古川義純・小林禎作（北大・低温研）：多結晶雪結

　　　晶の生成（五）一交差角枝型結晶の成長機構一

大会第3日（11月16日）13時30分～17時00分

第1会場　境界層　　　　　　座長　近　藤　純　正

154．森　征洋（香川大・教）・光田　寧（京大・防災

　　　研）：上空風速と地表風速の変動成分の統計的対

　　　応について

ユ55．花房龍男・藤谷徳之助（気研・物理）：運動量輸送

　　　量の高度変化について（n）

ユ56．森　俊秀（東海大・物理）・蒲生　稔（公資研）：

　　　混合層における比湿の変化

ユ57．横山長之・蒲生稔・山本晋（公資研）：大気境

　　　界層中の乱流のスケールについて

ユ58．藤田慎一・千秋鋭夫（電力中研）：放射測定による

　　　大気境界層の熱的安定度のモニター
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159．　山岸米二郎（気象庁・電計）：微細格子モデルの試

　　　み（1）境界層パラメタリゼーションの検討

160．　安田延壽（気研・応用）：大気境界層の乱流シミュ

　　　レーション（第2報）

161．：田中　浩（名大・水研）：夜間ジェットの形成とエ

　　　クマン・パンピング

162．板宮憲一（㈱日科技研）・島貫　陸（東京学芸大）・

　　　木村富士男（気研）：温度傾度を用いた1000mま

　　　での風の推定

163．蒲生稔・山本晋・横山良之・吉門洋（公資

　　　研）：海陸2境界面上に発達する内部境界層の飛

　　　行機観測（その7）

寒天気”25．9．



164．藤田敏夫（気研・予報）：関東平野における粗度係

　　　数の空間分布

165．植田洋匡・光本茂記（国立公害研）：藤田敏夫・花

　　　房龍男・藤谷徳之助・大塚　伸（気研）：大気境界

　　　層内の乱流拡散数におよぼす浮力効果一熱の乱流

　　　拡散係数について一

166．　加藤真規子（お茶大・理）：乱流拡散に及ぼす温度

　　　成層の影響（丑）

167．菊地時夫（北大低温研）：地ふぶきの風洞実験（皿）

第2会場　中小規模現象・台風・熱帯

　　　　　　　　　　　　　　　座長　丸　山　健　人

249・　早川誠而・坂上　務・元田雄四郎（九大・農）：

　　　対流性降雨の立体解析例

250。村松照男（気象衛星センター・解析）：寒冷前線に

　　　先行するCbラインの構造とそれに伴うsevere

　　　storm－1978年2月28日地下鉄転覆事故に関連し

　　　て一

251．宮沢清治・市川清見・中鉢幸悦（気象庁・予報）：

　　　近年日本付近に発生したたつ巻について（付，昭

　　　和53年2月28日夜，東京湾沿いに発生したたつ

　　　巻）

252・光田寧・文字信貴（京大・防災研）・西岡淳一

　　　（京大・理）・岩谷祥美（日大・生産工）：1978年2

　　　月28日の東京における竜巻について

253．菅原吉夫（仙台管区）：台風7711号のレーダーエコ

　　　ーについて

254．柳沢善次（気研・台風）：台風降雨帯に伴う豪雨の

　　　解析（皿）

255・橿間道夫（気象庁・予報）：台風進路の変化に先行

　　　して見られた二，三の雲パタン（序報）

256・新田　勅（東大・理）：雲のmass　Huxの変動と，

　　　降水量および気象衛星の輝度値との対応

257．　中沢哲夫（東大・理）：夏期西太平洋熱帯対流圏偏

　　　東波動の風のスペクトル解析

258・丸山健人・常岡好枝（気研・予報）：インド洋上空

　　　の上部対流圏偏東風と成層圏赤道波

1978年9月
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259・　光田　寧（京大・防災研）・藤井　健（京都産業

　　　大・教養）：改良された標準計画台風（1）一気

　　　圧場の解析結果の統計一

260．落合弘明（鳥羽商船高専）：LANDSATおよび航

　　　空機による中部地方の積雪調査

　　　　　測器　　　　　　　　座長　青　柳　二　郎

357・　淺利英吉（東海大・札幌）：降水粒子のマイク・波

　　　反射断面積とレーダ観測最適波長の評価

358。淺利英吉（東海大・札幌）：天気に関連して生ずる

　　　気象雑音電波の観測と気象予測への利用について

　　　（2）

359・　高橋延男（気研・衛星）：3成分型風速計の試作

360．　阿部友川郎（東理大・理）・長馬善行（防衛庁・第

　　　3研）・矢内秋生（目白短大・生活科学）：風によ

　　　る振動系の応答一矢羽根式風向計の特性につい

　　　て一

361・　伊薬芳樹・光田　寧（京大・防災研）：sodarによ

　　　る大気境界層の遠隔測定

362・林　正康・横山長之（公資研）・小堀泰宏（海上電

　　　機）・花房龍男（気研）：ソーダによる大気境界層

　　　の観測　その4．

363．横田良夫（気研）：音響レーダによる測風試験

364．　清水　浩・笹野泰弘・竹内延夫・植田洋匡・安岡

　　　善文・山崎哲夫・松戸　修・奥田典夫（国立公害

　　　研）：レーザー・レーダーを用いた空間相関法に

　　　よる風向・風速の測定法の開発

365．木村忠志（防災センター・雪害研）：積雪の深さ計

　　　による降雪の検出

366．　阿部勝宏（気象衛星センター）：静止衛星「GMS」

　　　の赤外放射データによる海面水温算出

367・柴田清孝（函館海洋）：レーダーによる地上の降雨

　　　強度の推定について

368．柴田清孝（函館海洋）：L（）G－AMP出力のレーダ

　　　ー受信信号について

369．雨柳二郎（気研・気象衛星）：ディジタルレーダ信

　　　号処理装置の評価試験について
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